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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、プライバシー保護と情報の必要性の両立をはかることのできる電
子カルテ画面の表示方法を検討することである。入院経験のある患者へのインタビュー調査と複数の医療従事者
への質問紙調査を行った。1）患者には情報の共有範囲を医師と看護師に制限しても知られたくない情報があ
り、プライバシー保護のために一部非表示が可能な電子カルテ表示方法をそのまま受け入れる患者がいた一方
で、さらに厳しい条件を加える患者が存在した。2）非表示が可能な項目や情報プライバシーに基づいた電子カ
ルテの表示方法の導入に対する医療従事者の考え方が明らかになり、本表示システムの有用性と実現性を見出す
ことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine the display method of electronic 
patient record screen which can balance a patient's privacy protection and the necessity of 
information of healthcare professionals. In this study, we conducted an interview survey on patients
 with hospital admission and a questionnaire survey for various healthcare professionals. 1) There 
is information that patients do not want to know even if they restrict the range of information 
sharing to doctors and nurses. While some patients accepted the electronic patient record display 
method which can be partially hidden for privacy protection, some patients added more stringent 
conditions to it. 2) We clarified the concept of healthcare professionals concerning the 
introduction of non-displayable items and display method of electronic medical records based on 
information privacy, and showed usability and feasibility of this display method system.

研究分野：看護情報学
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１．研究開始当初の背景 
近年、医療情報の IT 化が大きく進展し、
電子カルテやオーダリングシステム、レセプ
トのオンライン請求が普及するとともに、医
療機関間がネットワーク回線によって診療
情報を共有する取り組みが各地で行われて
いる。IT を導入することで業務の効率化、
コスト削減、情報共有の推進、医療の安全の
向上などの多くのメリットを受けることが
できる一方で、IT による情報共有をいかに
コントロールしていくかに関しては、対応が
遅れており、患者の個人情報の取り扱いやプ
ライバシーの問題、セキュリティをどう扱う
のかなどの課題が残っている。言うまでもな
く病院には多くの患者のデータがある。氏名
や住所だけでなく、病歴から家族構成、経済
的な問題、心理的な問題など、家族でさえ知
らないプライバシー情報があり、その扱いに
は慎重になる必要がある。 
研究開始時点の平成 26 年は、個人情報保
護法の全面施行から 8 年が経過しており、ほ
とんどの医療施設において個人情報保護法
に基づいた個人情報の取扱いがなされてい
たが、患者の自己情報コントロール権に配慮
した対応については遅れがあるのではない
かと考えられた。自己情報コントロール権は
患者のプライバシーの中心概念であり、プラ
イバシーは患者の尊厳を構成する重要な要
素の一つでもあるため、医療従事者の真摯な
対応が求められる。 
 このような状況を踏まえ、先行研究「情報
プライバシーに配慮した患者情報の共有と
保護のあり方に関する研究」（平成 23-25 年
度科研基盤研究(C)、研究代表者：新實夕香
理）において、患者のプライバシー保護と医
療従事者の情報の必要性に応じて表示・非表
示のできる電子カルテの模擬画面を考案し
た。情報項目の表示方法の条件として、①必
要な情報は閲覧できる、②患者の情報プライ
バシーへのニーズに基づいて一部の情報に
モザイクをかけて非表示にできる、③医療従
事者が必要だと思う情報にモザイクがかけ
られている場合は、閲覧者がモザイクを消し
て直ちに need to know（医療従事者の知る権
利）を確保することができる、を設けた。こ
れらを具体化する方法として、実際のカルテ
画面を基盤にパワーポイントのアニメーシ
ョン機能を利用して模擬画面を作成した。
様々な職種の医療従事者に模擬画面の操作
をしてもらった上で意見を得た結果、プライ
バシー保護のための画面表示方法の有用性
が明らかになった。 
本研究ではプライバシーに配慮した画面
表示方法の考え方を、医療従事者ではなく患
者自身に確かめてもらい、先行研究で検討し
てきた画面表示方法に患者の意見を反映さ
せた上で、改めて医療従事者に電子カルテの
画面表示方法を提示し、プライバシーに配慮
した電子カルテ画面に対する意見を得たい
と考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、患者のプライバシー保護
と医療従事者の情報の必要性の両立をはか
ることのできる電子カルテ画面の表示方法
を検討することである。 
 
３．研究の方法 
 電子カルテ画面の表示方法を検討するた
めに、本研究では 2段階からなる調査をデザ
インした。 
（1）プライバシー保護のために一部非表示
にした電子カルテ画面の表示方法に対する
患者の意見 
入院経験のある外来患者を対象に個別イ
ンタビュー調査を実施した。基本属性、患者
情報の共有範囲への要望をチェックリスト
で尋ねた後に、インタビューを行なった。イ
ンタビューでは患者が知られたくないと思
う情報の一部にモザイクをかけることによ
って情報を保護し、医療従事者が画面を開い
た時にその情報が一時的に見えないように
してある模擬画面を提示した。対象者の理解
を確認した上で表示方法や表示するための
操作に関する意見等について質問した。語ら
れた内容から逐語録を作成した後、画面の表
示方法および操作方法についての語りを抜
き出し、コードを作成した。コードは内容の
類似性に着目しながら整理した。調査期間は、
2015 年 8月～2016 年 3月までである。 
 
（2）情報プライバシーに基づいた電子カル
テ画面の表示方法の評価 
電子カルテを使用する立場にある看護師、
医師、薬剤師、診療放射線技師などの医療従
事者を対象に、無記名式の質問紙調査法を実
施した。調査内容は、①部分的に非表示にす
るシステム（開発中）への意見および評価、
②回答者の基本属性である。統計学的分析は
統計ソフトパッケージ SPSS 24.0 を用いて、
単純集計を実施した。調査期間は 2016 年 11
月～2017 年 3月までである。 
 
４．研究成果 
（1）プライバシー保護のために一部非表示
にした電子カルテ画面の表示方法に対する
患者の意見 
 整形外科外来および呼吸器外来受診中の
患者から研究協力を得ることができた。参加
者 40 名のうち 23 名（57.5%）が男性であり、
40～59 歳（50.0%）が半数を占め、3 回以上
の入院を 29 名（72.5%）が経験しており、直
近の入院で 38 名（95.0%）が手術を受けてい
た。 
井口、太田（2006）が開発した Patients’ 
Information Privacy Scale（PIPS）から得
たプライバシー情報 24 項目について、情報
共有の範囲への要望を尋ねたところ、病院職
員に知られたくない情報は、要望の多い項目
順に「学歴」が 15 名（37.5%）、「家族の病気」



が 13 名（32.5%）、「入院に伴う家計上の問題」
が 12 名（30.0%）、「排泄の問題」が 11 名
（27.5%）、「電話番号」「家族構成」が各々10
名（25.0%）であった。 
さらに、これらの回答に対し、情報の共有
範囲を医師と看護師に制限しても知られた
くない情報であるのかを尋ねたところ、要望
の多い項目順に「学歴」が 7名（17.5%）、「入
院に伴う家計上の問題」が 6名（15.0%）、「家
族の病気」が 5 名（12.5%）であった。参加
者 40 名のうち 24 名（60.0%）の患者は一般
的な病院職員だけでなく、医師と看護師に限
定しても知られたくない情報を持つことが
示された（表 1参照）。 
 
表 1．プライバシー情報の共有範囲に関する
患者の要望（N=40） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インタビューでは、提示した表示方法をそ
のまま受け入れる患者がいた一方で、「必要
時にクリック操作によって情報が閲覧でき
る職種を制限して欲しい」、「表示される内容
によっては、操作をしても表示できないよう
にして欲しい」と述べた患者がおり、さらに
厳しい条件を求めていることが明らかにな
った（表 2参照）。 
入院経験のある多くの患者が提示した一
時的な非表示システムによる情報保護を受
け入れることができた。表示と非表示の画面
操作方法について、インタビュー前に説明し
ているが、参加者にその目的や意義が伝わっ
ていないことが考えられた。患者はそもそも
現行の電子カルテシステムの仕組みや表示
内容を十分に理解していないと思われ、複雑
さを感じてしまい、医療提供への懸念が生じ
た可能性がある。今後は本システムを組み込
んだ電子カルテシステムのモックアップを

作製し、患者の意向や理解度を確認しながら
実用化の検討を進める必要がある。 
 
表 2．一時的な非表示に受け入れおよび提示
した表示方法の有効性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）情報プライバシーに基づいた電子カル
テ画面の表示方法の評価 
 本研究成果報告書の執筆までに解析でき
た結果の一部を示す。医師、薬剤師、看護師、
診療放射線技師、臨床検査技師などの医療従
事者 436 名から回答を得ることができた（回
収率 42.9%）。回答者の背景は、8割が女性で
あり、30 歳代が 3 割を占め、次いで 20 歳代
と 40 歳代が続き、各々が 2 割であった。ま
た、およそ 6割が病棟で働いており、およそ
2 割の者が内科系または外科系、あるいは内
科外科混合病棟で働いていた。10～20 年未満
の臨床経験歴を持つ者が全体の3割を占めて
おり、電子カルテシステムの利用歴は 5～10
年未満がおよそ 4割弱であった。 
 患者の知られたくない情報を部分的に非
表示にするシステム（開発中）を勤務先の病
院に導入する場合の受け入れ状況について
尋ねたところ、「導入を受け入れられる」お
よび「やや受け入れられる」に回答した者は、
249 名（57.1%）であった。 
この表示方法が患者のプライバシー保護
に役立つかについて尋ねたところ、「役立つ
と思う」および「やや役立つと思う」に回答
した者は、251 名（57.6%）であった。 
「患者自身が電子カルテ上の情報の表示
範囲を決める」という考え方について尋ねた
ところ、「賛成である」と「やや賛成である」
に回答した者は、168 名（38.5%）であった。 
患者の要望に沿って個人情報の表示／非
表示の設定を行った場合、職種によって電子
カルテの表示（見え方）が異なることが想定
されるため、このことについて 5つの選択肢
を示し、回答者の考え方に最も近い内容を回
答してもらったところ、148 名（34.0%）が「医
療の安全を重視し、すべての職種に均等に表
示されるべきだと思うが、厳選された個人情
報であれば異なって表示されることがあっ
てもよいと思う」を選択した。次いで、100
名（23.0%）が「隠された個人情報が日常の
業務に特に支障なければ、職種によって表示
が異なってもよいと思う」を選択し、95 名
（21.8%）が「医療の安全を重視し、すべて
の職種に均等に表示されるべきだと思う」を



選択した。 
 22 の個人情報について、「日常業務の安全
を考慮した上で非表示にするのが可能な情
報」を尋ねたところ、同意率の高い順に「学
歴」371 名（85.1%）、「収入・家計上の問題」
328 名（75.2%）、「職業」284 名（65.1%）で
あった。さらに、22 の個人情報について、「チ
ーム医療連携の効率性を考えた上で非表示
にするのが可能な情報」を尋ねたところ、同
意率の高い順に「学歴」354 名（81.2%）、「収
入・家計上の問題」325 名（74.5%）、「職業」
294 名（67.4%）であった（表 3参照）。 
 
表 3．医療従事者の患者個人情報に対する表
示・非表示の選択（N=436） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、22 の個人情報を 12 項目へ絞り込ん
だ上で、総合的な観点から非表示にすること
への受け入れについて尋ねたところ、「完全
に受け入られる」への回答が最も多かった項
目は「学歴」が 229 名（52.5%）、次いで「職
業」が 174 名（39.9%）、「収入・家計上の問
題」が 164名（37.6%）、「住所」が 161名（36.9%）
であった。本質問への回答理由を尋ねたとこ
ろ、「医療の安全性の観点から、常に情報を
表示する必要があるから」を選択した者が最
も多く、113 名（25.9%）であり、次いで「緊
急の場合には、一括表示ボタンをクリックす
ればすべての情報を見ることができるから」
が 112 名（25.7%）であった。 
 プライバシーに配慮した画面表示方法の
考え方を紙面上に示し、医療従事者を対象に
調査を実施したところ、一時的な非表示の方
法であってもプライバシー情報項目によっ
ては非表示による保護を受け入れられるこ
とが明らかになった。 
 
以上、本研究において患者と医療従事者は、
一時的な非表示システムによる情報の保護
をある程度受け入れることができ、本表示シ

ステムの有用性と実現性を見出すことがで
きたと考える。まだ、解析に至っていない貴
重なデータがあり、今後は論文化を通じて成
果の公表に努めていきたいと考える。 
なお、本研究の成果は、「患者の情報プラ
イバシー上のニーズを電子カルテ画面に反
映する方法の開発」（平成 29-30 年度科研基
盤研究（C））として、さらに発展させる予定
である。 
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